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細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

小
中
学
校
の
「
三
〇
人
学

級
」
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

　

市
長　

三
〇
人
学
級
実
施
に
つ

い
て
は
、
国
、
都
の
責
任
で
行
う

よ
う
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

�　

介
護
保
険
制
度
改
定
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
削
減
で
高
齢
者
の
生

活
は
大
変
。
福
祉
機
器
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
の
充
実
な
ど
、
市
が

カ
バ
ー
す
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

　

保
健
介
護
推
進
担
当
部
長　

リ

サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て
で
す
が
、

問問

数
年
前
の
措
置
の
時
代
は
、
補
助

金
を
出
し
て
購
入
し
て
い
ま
し
た

け
れ
ど
も
、
レ
ン
タ
ル
に
切
り
か

え
ら
れ
、
対
応
が
違
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
部
分
を
も
う
一
度
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

�　

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行

に
よ
る
応
益
負
担
と
施
設
減
収
に

対
し
て
市
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　

岩
崎
助
役　

さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
利
用
者
の
方
か
ら
も
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
十
分
聞
き
、

市
と
し
て
考
え
方
を
ま
と
め
た
い
。

問

　

佐
藤
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

教
育
基
本
法
改
定
に
反
対

し
、
子
ど
も
が
尊
重
さ
れ
る
学
校

や
地
域
づ
く
り
に
力
を
つ
く
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

教
育
委
員
長　

地
域
や
関
係
諸

機
関
と
連
携
し
、
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
い
た
確
か
な
学
力
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
こ
と
や
豊
か
な
心
を

は
ぐ
く
み
、
急
速
に
変
化
す
る
社

会
や
国
際
社
会
の
中
で
た
く
ま
し

く
生
き
る
力
を
涵
養
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

　

�　

生
活
援
護
課
の
窓
口
に
、

女
性
職
員
を
配
置
す
べ
き
。

　

総
務
部
長　

早
々
に
き
ち
ん
と

し
た
形
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

�　

米
軍
機
騒
音
は
基
地
が
あ

る
故
の
迷
惑
。
米
軍
再
編
と
米
軍

機
の
騒
音
問
題
に
つ
い
て
市
長
の

見
解
を
問
う
。

　

企
画
部
長　

恒
久
的
な
騒
音
問

題
の
解
決
こ
そ
が
市
民
総
意
の
願

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問問

　

三
遊
亭
ら
ん
丈（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　

�　

町
田
市
地
域
防
災
計
画
に

よ
れ
ば
、
一
三
一
名
の
市
民
が
亡

く
な
る
事
態
を
想
定
し
て
い
る
が
、

そ
の
人
数
を
減
ら
す
方
策
は
。

　

市
長　

二
月
に
地
域
防
災
計
画

を
修
正
し
、
災
害
に
強
い
地
域
、

組
織
づ
く
り
を
推
進
し
、
災
害
発

生
の
初
動
の
混
乱
期
に
お
け
る
被

害
の
軽
減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

�　

町
田
市
民
病
院
で
も
、
グ

ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た
無

痛
注
射
針
を
使
用
し
て
は
ど
う
か
。

問問

　

市
民
病
院
総
院
長　

当
院
で
使

用
し
て
い
る
も
の
と
機
能
と
か
痛

み
に
は
余
り
差
が
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
番

い
い
も
の
を
と
い
う
こ
と
で
検
討

は
続
け
て
い
き
た
い
。

　

�　

町
田
市
公
式
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
の
予
算
項
目
に
、「
検
索
機
能
」

を
新
た
に
付
加
し
て
は
ど
う
か
。

　

企
画
部
長　

他
の
シ
ス
テ
ム
と

の
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分

研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

問

　

川
畑
一
隆
（
公
明
党
）

　

�　

北
部
丘
陵
ま
ち
づ
く
り
の

現
構
想
案
に
対
し
、
地
元
市
民
の

方
々
の
意
見
を
反
映
し
な
が
ら
合

意
形
成
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

　

市
長　

こ
こ
に
土
地
を
持
っ
て

い
る
人
、
か
か
わ
り
合
い
の
深
い

人
た
ち
が
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
こ

れ
を
実
現
し
よ
う
か
と
い
う
つ
も

り
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
方
策
を

皆
さ
ん
と
話
し
合
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

　

�　

小
山
地
域
の
学
校
施
設
整

備
等
の
あ
り
方
を
問
う
。
中
学
校

の
早
期
建
設
の
明
示
及
び
小
学
校

の
児
童
数
増
加
に
伴
う
早
期
対
応

の
具
体
化
を
求
む
。

　

教
育
長　

小
中
学
校
の
増
築
、

新
設
に
関
し
て
は
、
児
童
生
徒
数
、

地
元
の
意
向
な
ど
総
合
的
な
判
断

を
加
え
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
特
に
小
山
地
区
へ
の
中

学
校
建
設
に
つ
い
て
は
、
新
設
校

設
置
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
早
急
に

立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

介

護

、

福

祉

、

教

育

の

充

実

求

め

て

大

地

震

が

発

生

し

た

場

合

の

対

応

！

教

育

基

本

法

が

生

か

さ

れ

る

学

校

を

口

利

き

の

公

表

制

度

を

早

急

に

求

む

北

部

丘

陵

、

地

元

の

声

を

反

映

せ

よ

◎コンベンションホール　　【２面】
　大規模な会議（国際会議など）や学会、見本市を開く
ための機能を備えた施設。

◎マタニティマーク　　　　【３面】
　妊産婦にやさしい環境づくりの推進を目的としたもの
で、妊産婦に対する気遣いを喚起するためのマーク。妊
産婦が交通機関等を利用する際に身につけたり、交通機
関、職場、飲食店、その他の公共機関等が、その取り組
みや呼びかけ文を付してポスターなどとして掲示し、周
囲が妊産婦への配慮を示しやすくするもの。

◎特例子会社　　　　　　　【５面】
　障がい者の雇用義務は個々の事業主に課されるものだ
が、特例として、障がい者に配慮した子会社を設立した
場合、親会社の実雇用率に算入できる。（特例子会社制
度）特例制度によって、公共職業安定所で一定の要件を
みたしていると認定された子会社のこと。障がいの特性
に配慮した仕事の確保、就労する上での職場環境の整備、
そして仕事や生活への指導が行われ、その能力をさらに
引き出せるといわれている。

用 語 の 解 説
本文中の青文字の解説です

　

戸
塚
正
人（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

金
森
・
鶴
間
を
通
す
路
線

バ
ス
に
つ
い
て
、
南
六
一
号
線
の

部
分
改
修
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

　

建
設
部
長　

バ
ス
事
業
者
と
協

議
を
し
た
中
で
、
簡
易
的
な
改
修

の
方
法
で
可
能
と
結
論
が
で
れ
ば
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
実
施
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

�　

平
成
二
二
年
に
三
・
四
・

三
七
号
線
が
出
来
る
が
、
そ
れ
以

前
の
バ
ス
開
通
と
考
え
て
よ
い
か
。

　

岩
崎
助
役　

そ
の
と
お
り
で
す
。

問問

そ
う
い
っ
た
認
識
で
バ
ス
会
社
と

打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

�　

金
森
・
鶴
間
の
念
願
。
町

田
街
道
渋
滞
の
緩
和
策
で
も
あ
る

こ
の
バ
ス
開
通
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
は
。

　

岩
崎
助
役　

町
田
駅
か
ら
南
町

田
駅
ま
で
の
バ
ス
路
線
の
開
設
は
、

渋
滞
緩
和
に
寄
与
す
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
、
バ
ス
事

業
者
に
開
設
の
要
望
を
出
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

問

金

森

・

鶴

間

の

路

線

バ

ス

に

つ

い

て

ぱ・る・るプラザ町田

　

佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
を

就
学
前
ま
で
拡
充
し
、
子
育
て
支

援
に
努
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　

昨
年
、
三

歳
か
ら
四
歳
ま
で
一
歳
引
き
上
げ

ま
し
た
。
子
ど
も
施
策
を
多
岐
に

わ
た
っ
て
進
め
て
い
く
中
で
、
当

面
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

道
路
交
通
法
改
正
の
違
法

駐
車
取
締
り
か
ら
、
訪
問
介
護
等

の
福
祉
関
係
車
両
を
適
用
除
外
に

す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

問問

　

健
康
福
祉
部
長　

町
田
警
察
署

と
相
談
し
た
結
果
は
、
適
用
除
外

の
対
象
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
引
き
続
き
相
談
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

家
庭
ご
み
指
定
収
集
袋
の

値
下
げ
や
、
制
度
見
直
し
を
求
め

る
市
民
の
声
に
ど
う
応
え
る
の
か
。

　

岩
崎
助
役　

導
入
し
た
ば
か
り

で
す
の
で
、
値
下
げ
は
ま
だ
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
市
民
の
意
見
に
つ

い
て
全
体
を
取
り
ま
と
め
る
よ
う

に
動
い
て
い
ま
す
。

問

子

育

て

支

援

の

具

体

化

を

求

め

て

感
じ
た
の
が
一
件
あ
り
ま
し
た
。

　

�　

多
摩
地
域
で
生
産
さ
れ
る

「
多
摩
産
材
」
を
公
共
施
設
で
利

用
し
、
多
摩
地
区
の
森
林
育
成
を

図
る
と
共
に
、
町
田
市
内
の
緑
の

育
成
に
近
隣
自
治
体
か
ら
の
支
援

を
求
め
て
み
て
は
ど
う
か
。

　

岩
崎
助
役　

多
摩
産
材
の
活
用

は
、
多
摩
地
域
の
山
林
の
保
全
、

育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
流
通
市
場
、
価
格
や

事
例
等
を
参
考
と
し
な
が
ら
今
後

の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

問

　

今
村
る
か（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

職
員
等
に
対
す
る
口
利
き

働
き
か
け
を
公
表
す
べ
き
と
考
え

る
が
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

ど
の
範
囲
ま
で
陳
情
、

ど
こ
か
ら
が
口
利
き
と
す
る
か
大

変
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
公
表
と

い
う
、
制
度
化
に
際
し
て
は
、
慎

重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

�　

最
近
の
件
数
は
何
件
か
。

　

総
務
部
長　

契
約
な
ど
の
関
係

で
調
査
を
行
い
、
話
が
あ
っ
た
と

い
う
の
が
一
七
件
、
大
変
圧
力
を

問問

　

佐
藤
伸
一
郎（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　

�　

町
田
・
相
模
原
業
務
核
都

市
基
本
構
想
に
お
い
て
、
相
模
総

合
補
給
廠
の
相
模
原
市
へ
の
一
部

返
還
に
よ
り
、
こ
の
地
域
の
基
本

構
想
の
広
域
交
通
網
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い
く
の
か
。

　

市
長　

以
前
か
ら
両
市
で
情
報

交
換
を
行
っ
て
お
り
、
個
々
の
事

業
実
施
に
当
た
っ
て
は
十
分
調
整

を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
小
田
急
多
摩
線
の
延

伸
に
つ
い
て
絶
対
的
な
条
件
と
し

問

て
、
相
模
補
給
廠
部
分
に
鉄
道
敷

設
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
で
し
た
の
で
、
大
き
な
課
題
が

一
つ
解
決
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

�　

子
育
て
支
援
強
化
か
ら
学

童
保
育
ク
ラ
ブ
の
運
営
体
制
の
充

実
と
い
う
こ
と
で
、
保
育
時
間
の

拡
充
を
図
れ
な
い
か
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　

相
模
原
市
、

八
王
子
市
の
実
績
を
十
分
調
査
し

て
い
き
な
が
ら
、
今
後
の
検
討
課

題
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

業

務

核

都

市

基

本

構

想

・

学

童

保

育

ぱ
・
る
・
る

プ

ラ

ザ

町

田

の

存

続

を

・
る
プ
ラ
ザ
町
田
が
取
得
で
き
た

と
き
に
は
、
茶
道
が
で
き
る
よ
う

な
施
設
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

�　

介
護
保
険
法
の
改
正
、
障

害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
で
、
家

族
や
事
業
者
の
不
安
は
深
刻
で
あ

る
。
コ
ン
サ
ル
等
の
支
援
策
を
。

　

健
康
福
祉
部
長　

具
体
的
な
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
支
援
を
し
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
紹
介
し
な
が
ら
、
行
政

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
で
相

談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

問

　

中
山
勝
子
（
自
由
民
主
党
）

　

�　

一
〇
月
で
閉
鎖
さ
れ
る
ぱ

・
る
・
る
プ
ラ
ザ
町
田
の
存
続
を
。

　

市
長　

郵
政
公
社
か
ら
の
買
い

取
り
意
向
の
照
会
に
対
し
、
町
田

市
と
し
て
本
年
一
月
に
買
い
取
り

を
検
討
す
る
旨
の
回
答
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

�　

四
十
数
年
来
、
月
例
茶
会

を
開
催
し
て
い
る
町
田
の
茶
道
文

化
に
対
し
、
普
及
活
動
に
適
当
な

場
の
確
保
を
。

　

生
活
文
化
担
当
部
長　

ぱ
・
る

問問

子

供

の

生

き

る

力

が

低

下

し

て

い

る

テ
レ
ビ
の
時
間
も
含
め
て
、
指
導

は
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

�　

受
験
が
子
供
の
生
き
る
力

を
奪
っ
て
い
る
。
最
低
限
の
基
礎

学
力
を
学
校
で
つ
く
る
た
め
、
目

標
を
設
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

教
育
長　

基
礎
学
力
は
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
全
校
で
基
礎
学
力

の
向
上
と
い
う
こ
と
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
生
活
習
慣
や
基
礎
学

力
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
も
校
長
会
等
を
通
じ
て
徹
底
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

　

新
井
克
尚（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

子
供
の
体
力
低
下
の
原
因

と
し
て
、
生
活
習
慣
の
乱
れ
が
あ

げ
ら
れ
る
。
特
に
テ
レ
ビ
は
深
夜

化
の
誘
発
や
脳
に
著
し
い
影
響
を

与
え
る
。
学
校
は
毅
然
と
し
た
態

度
で
保
護
者
に
伝
え
る
べ
き
。

　

教
育
長　

市
教
委
と
し
て
生
活

習
慣
と
か
、
学
習
習
慣
の
確
立
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
の
教
育
課
程

の
基
本
方
針
の
中
に
入
れ
て
い
ま

す
。
各
学
校
で
は
、
学
校
だ
よ
り

等
を
通
じ
て
、
早
寝
・
早
起
き
、

問


